
BEA
WebLogic 
Server™

WebLogic Time 
Services プログラ
マーズ ガイ ド
BEA WebLogic Server バージ ョ ン  7.0
マニュアルの改訂 : 2002 年 6 月 28 日



著作権

Copyright © 2002, BEA Systems, Inc. All Rights Reserved.

限定的権利条項

本ソフトウェアおよびマニュアルは、BEA Systems, Inc. 又は日本ビー・イー・エー・システムズ
株式会社（以下、「BEA」といいます）の使用許諾契約に基づいて提供され、その内容に同意す
る場合にのみ使用することができ、同契約の条項通りにのみ使用またはコピーすることができま

す。同契約で明示的に許可されている以外の方法で同ソフトウェアをコピーすることは法律に違

反します。このマニュアルの一部または全部を、BEA からの書面による事前の同意なしに、複
写、複製、翻訳、あるいはいかなる電子媒体または機械可読形式への変換も行うことはできませ

ん。

米国政府による使用、複製もしくは開示は、BEA の使用許諾契約、および FAR 52.227-19 の
「Commercial Computer Software-Restricted Rights」条項のサブパラグラフ (c)(1)、DFARS 
252.227-7013 の「Rights in Technical Data and Computer Software」条項のサブパラグラフ 
(c)(1)(ii) 、NASA FAR 補遺 16-52.227-86 の「Commercial Computer Software--Licensing」条項の
サブパラグラフ (d)、もしくはそれらと同等の条項で定める制限の対象となります。

このマニュアルに記載されている内容は予告なく変更されることがあり、また BEA による責務を
意味するものではありません。本ソフトウェアおよびマニュアルは「現状のまま」提供され、商

品性や特定用途への適合性を始めとする（ただし、これらには限定されない）いかなる種類の保

証も与えません。さらに、BEA は、正当性、正確さ、信頼性などについて、本ソフトウェアまた
はマニュアルの使用もしくは使用結果に関していかなる確約、保証、あるいは表明も行いません。

商標または登録商標

BEA、Jolt、Tuxedo、および WebLogic は BEA Systems, Inc. の登録商標です。BEA Builder、BEA 
Campaign Manager for WebLogic、BEA eLink、BEA Manager、BEA WebLogic Commerce Server、
BEA WebLogic Enterprise、BEA WebLogic Enterprise Platform、BEA WebLogic Express、BEA 
WebLogic Integration、BEA WebLogic Personalization Server、BEA WebLogic Platform、BEA 
WebLogic Portal、BEA WebLogic Server、BEA WebLogic Workshop および How Business Becomes 
E-Business は、BEA Systems, Inc の商標です。

その他の商標はすべて、関係各社がその権利を有します。 

WebLogic Time Services プログラマーズ ガイド

パート番号 マニュアルの改訂 ソフトウェアのバージョン

なし 2002 年 6 月 28 日 BEA WebLogic Server バージョン 7.0



目次

このマニュアルの内容
対象読者................................................................................................................ v
e-docs Web サイト ............................................................................................... v
このマニュアルの印刷方法 ................................................................................ vi
サポート情報 ....................................................................................................... vi
表記規則.............................................................................................................. vii

1. WebLogic Time サービス（非推奨）のプログラミング
Time サービスの非推奨について .....................................................................1-1

概要 ....................................................................................................................1-2

WebLogic Time のアーキテクチャ ..................................................................1-2
WebLogic Time API ..........................................................................................1-3

2. WebLogic Time を使用した実装
クライアント上での反復トリガのスケジューリング ....................................2-1

WebLogic クライアントからの反復サーバサイド トリガのスケジューリング
2-3

手順 1. ScheduleDef および TriggerDef インタフェースの実装 .............2-3

手順 2. WebLogic クライアントからの ScheduledTrigger の作成..........2-5

複雑なスケジュールの設定 ..............................................................................2-7

再スケジューリング ..........................................................................................2-7

ScheduledTrigger の停止 ...................................................................................2-8
WebLogic Time Services プログラマーズ ガイド iii



iv WebLogic Time Services プログラマーズ ガイド



このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ 上で実行される  WebLogic Time 
サービスのアーキテクチャについて説明します。 

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Time サービス （非推奨） のプログラ ミ ング」 では、

WebLogic Time サービスのアーキテクチャについて概説します。

� 第 2 章 「WebLogic Time を使用した実装」 では、 WebLogic Time サービス
の実装方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 アプ リ ケーシ ョ ンに Time サービスを実装するアプリ ケー

シ ョ ン開発者を対象と しています。 このマニュアルは、 Web テク ノ ロジ、 オブ
ジェ ク ト指向プログラ ミ ング手法、 および Java プログラ ミ ング言語に読者が精
通している こ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA のホー
ム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。
WebLogic Time Services プログラマーズ ガイ ド v



このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印

刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メ ン トのタイ トルと日付をお書き添え ください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport
（www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。
カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されている
カスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所
vi WebLogic Time Services プログラマーズ ガイド
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� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;
WebLogic Time Services プログラマーズ ガイ ド vii



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。 

表記法 適用
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1 WebLogic Time サービス （非推
奨） のプログラ ミング

WebLogic Time API は、 将来の日付と時刻に発生するか、 またはスケジュール通
りに定期的に繰り返すアクシ ョ ン （ ト リ ガ） をスケジューリ ングするためのメ カ

ニズムを提供します。 以下の節では、 Time サービスの機能について概説します。

� Time サービスの非推奨について

� 概要

� WebLogic Time のアーキテクチャ

� WebLogic Time API

Time サービスの非推奨について

WebLogic Time サービスは、 WebLogic Server バージ ョ ン  6.1 よ り非推奨にな り
ました。 サードパーティのスケジューリ ング  サービスについては、 『 WebLogic 
Server ツール』 の 「J2EE スケジューリ ング  ツール」 を参照して ください。

BEA Systems, Inc. では、 WebLogic Server に含まれる、 JMX タイマ サービスの
実装である  javax.management.timer.Timer の使用をお勧めします。 詳細とマニュ
アルについては、 『JavaTM Management Extensions （JMX）』 を参照して くださ
い。
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1 WebLogic Time サービス （非推奨） のプログラ ミ ング
概要

Time API を使用する と、 ク ラ イアン ト の JVM 内か、 またはク ライアン トに代
わって WebLogic Server 上で、 ユーザが記述した任意の ト リガをスケジューリ ン
グして実行できます。 Time API は、 自動的に発生するアクシ ョ ンを設定するた
めの信頼できる分散可能な方法を提供します。

注意 : Time サービスはク ラスタ内の個々の WebLogic Server で使用できます
が、 サービス自体はク ラスタ化できません。 WebLogic Time API は、
ロード  バランシングやフェイル オーバなどのク ラスタ機能を利用しませ
ん。

WebLogic Time のアーキテクチャ

WebLogic Time は、 他の WebLogic Server API と多くの特性を共有する軽量で効
率的な API です。 WebLogic Time は、 Schedulable オブジェ ク トから作成される  
ScheduledTriggerDef オブジェク トに基づいて構築されています。
ScheduledTriggerDef オブジェク トは、 アクシ ョ ンのスケジュールの開始、 停止、
または反復を実行します。 Triggerable オブジェク トは、 スケジュールに従って
実行されるアクシ ョ ンを定義します。 オブジェ ク ト  ファ ク ト リ を使用する と、
ScheduledTrigger を作成できます。 オブジェ ク ト  ファ ク ト リは、 WebLogic 
Server 内の少ない リ ソースを管理するための明確で使いやすい手法を提供しま
す。

スケジュールの情報は、 効率的に リ ンク された一連のリ ス トに保持されます。 こ

の リ ス トは、 新しい ト リガがスケジューリ ングされ、 実行される と きから最も近

い時点でのみソー ト されます。 たとえば、 火曜日の 12:15:30 から  1 週間の ト リ
ガをスケジューリ ングした場合、 これは最初は単純に次の火曜日のスケジュール

に挿入されます。 火曜日の正午になる と正午 12 時のスケジュールがソー ト され、
12 時 15 分になる とその時刻 （分） の ト リガがソート されます。 このよ うにする

こ とで、 非常に多くのスケジュールが設定されている環境で、 スケジューリ ング

のオーバーヘッ ドが大幅に削減されます。
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WebLogic Time API
また、 WebLogic Server は、 Time サービスのユーザ間でのタイムゾーン、 ク ロ ッ
ク精度、 およびレイテンシの差異を絶えず調整します。 WebLogic ト リ ガは、 ミ
リ秒の精度で使用できる リ アル タイム  ト リ ガではあ り ません。WebLogic ト リ ガ
は正常に使用する と、 およそ 1 秒以内の精度で確実に機能します。

WebLogic Time API

ScheduledTrigger は、 そのコンス ト ラ ク タで以下の 2 つのオブジェ ク ト を使用し
ます。

� weblogic.time.common.Schedulable または 
weblogic.time.common.ScheduleDef のいずれかを実装するオブジェク ト

� weblogic.time.common.Triggerable または 
weblogic.time.common.TriggerDef のいずれかを実装するオブジェ ク ト

ScheduledTrigger オブジェ ク ト  ファ ク ト リ  メ ソ ッ ドに渡されるオブジェ ク ト も、
ク ラ イアン トサイ ド  オブジェ ク ト の場合があ り ます。 この場合、 WebLogic ク ラ
イアン トはそれ自身の JVM 内で ScheduledTrigger を作成、 スケジューリ ング、

および実行します。 ク ラ イアン トサイ ド  オブジェ ク トは、 Schedulable （または 
ScheduleDef） および Triggerable （または TriggerDef） を実装しなければな り ま
せん。

TimeServicesDef インタフェースも、 ク ラ イアン ト とサーバの時刻関連情報を
取得するためのメ ソ ッ ドを提供します。

� currentTimeMillis() は、 現在のサーバ時刻を、 「ローカル サーバ時刻」
フォーマッ トで返します。 ローカル サーバ時刻は、 メ ソ ッ ドの呼び出し元と

サーバの間の伝達遅延が調整されたサーバの時刻です （メ ソ ッ ドの呼び出し

元がサーバの場合はゼロ、 ク ライアン ト または別の WebLogic Server が呼び
出し元の場合は正の ミ リ秒）。

� getRoundTripDelayMillis() は、 ク ラ イアン ト とサーバ間の往復遅延を示
すミ リ秒数を返す。 このメ ソ ッ ドは、 概要で説明されているアルゴ リ ズムに

依存しています。
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1 WebLogic Time サービス （非推奨） のプログラ ミ ング
� getLocalClockOffsetMillis() は、 概要で説明されているアルゴ リ ズムに
基づいて、 ク ラ イアン ト とサーバのクロ ッ ク間のオフセッ ト を示すミ リ秒数

を返します。

weblogic.time.common.TimeRepeat ク ラスは、 Schedulable を実装します。 こ
のユーティ リ テ ィ  ク ラスは、 反復ト リガの設定に使用できる作成済みのスケ

ジューラです。 これを使用する場合は、 ト リガを繰り返す間隔 （ ミ リ秒単位） を

示す int を渡してから、 その schedule() メ ソ ッ ドを開始時刻を指定して呼び出
します。

警告 : ト リ ガが例外を送出した場合、 その ト リガは再スケジューリ ングされま

せん。 これは、 失敗した ト リガが無期限に再実行されないよ うにするた

めです。 例外の発生後に ト リガを再スケジューリ ングする場合、 その例

外を取得してその ト リ ガを再びスケジューリ ングしなければな り ませ

ん。

パッケージには、 1 つの例外ク ラス、 TimeTriggerException が含まれています。
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2 WebLogic Time を使用した実装

以下の節では、 WebLogic Time サービス （非推奨） の実装方法について説明しま
す。

� ク ラ イアン ト上での反復ト リガのスケジューリ ング

� WebLogic ク ラ イアン ト からの反復サーバサイ ド  ト リ ガのスケジューリ ング

� 複雑なスケジュールの設定

� 再スケジューリ ング

� ScheduledTrigger の停止

クライアン ト上での反復ト リガのスケ

ジューリング

反復ト リ ガをスケジューリ ングする最も単純なケースは、 WebLogic ク ラ イアン
ト上でスケジューリ ングおよび実行される  ScheduledTrigger を作成するこ とで
す。 このケースでは、 Schedulable と  Triggerable の両方を実装するク ラスを記述
し、 これらのインタフェースのメ ソ ッ ドを実装します。

 次のコード例は、 どのよ うに ト リガをスケジュールして実行するかを示したも
のです。

import weblogic.time.common.*;
import weblogic.common.*;
import java.util.*;
import weblogic.jndi.*;
import javax.naming.*;
import java.util.*;

class myTrigger implements Schedulable, Triggerable {
WebLogic Time Services プログラマーズ ガイ ド （非推奨） 2-1



2 WebLogic Time を使用した実装
  ...
}

まず、 TimeServices ファ ク ト リから  ScheduledTrigger オブジェ ク ト を取得する必
要があ り ます。 TimeServices ファ ク ト リは、 getT3Services() メ ソ ッ ドを介し
て WebLogic Server 上の T3Services リモート  ファ ク ト リ  スタブから取得します。

注意 : ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンではな く、 WebLogic Server インスタン
スの TimeServices インタフェースへのハンドルを取得するには、 静的
メ ソ ッ ドの weblogic.common.T3Services.getT3Services() を使用し

ます。

次に、 ト リ ガの schedule() メ ソ ッ ド と  cancel() メ ソ ッ ドを呼び出します。 次

に例を示します

  public myTrigger() throws TimeTriggerException {
    // T3Services ファクトリを取得する
    T3ServicesDef t3 = getT3Services("t3://localhost:7001");

    // ファクトリから ScheduledTrigger を要求する
    // このクラスをスケジューリングと実行に使用する
    ScheduledTriggerDef std =
      t3services.time().getScheduledTrigger(this, this);
    // スケジューリングを開始する
    std.schedule();
    // クラスは、トリガのスケジューリング後に他の作業を行う場合もある
   // 終了したら、トリガをキャンセルする
    std.cancel();
  }

ク ラスは、 以下のインタフェースに定義されている メ ソ ッ ドを実装しなければな

り ません。

Schedulable

Schedulable インタフェースは、 schedule() とい う  1 つのメ ソ ッ ドを

持っています。 このメ ソ ッ ドを使用する と、 ト リ ガを実行する時刻を設

定できます。

  public long schedule(long time) {
    // 5 秒ごとのトリガをスケジューリングする
    return time + 5000;
  }

Triggerable

Triggerable インタフェースは、 1 つのメ ソ ッ ド  trigger() だけを
持っています。 こ こでは、 ク ライアン トは時刻が設定された ト リ ガに反

応してアクシ ョ ンを起こ します。
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  public void trigger() {
    // trigger メソッドはアクションが起こる場所である
    System.out.println("trigger called");
  }

このコード例には、 スケジューラ と ト リ ガの両方を実装する単一のク ラスが含ま

れています。 これは、 2 つの必須メ ソ ッ ドがスケジューリ ングまたは実行に必要
なク ラス変数を共有するので便利です。

WebLogic クライアン トからの反復サーバ
サイド  ト リガのスケジューリング

WebLogic フレームワーク内の任意の場所で実行できる、 よ り柔軟なスケジュー
ラ と ト リ ガを記述できます。 これを実装するには、 ScheduleDef と  TriggerDef 
を、 よ り単純なインタフェース  Schedulable と  Triggerable の代わりに実装し
ます。 この例では、 WebLogic Server 上 （または WebLogic フレームワーク内の
任意の場所） で再スケジューリ ングおよび実行される反復ト リ ガを作成する とい

う、 よ り柔軟な実装を示します。

このシナ リオでスケジューリ ング済みト リガを作成する手順は次のとおりです。

まず、 ScheduleDef と  TriggerDef を実装する ク ラスを記述する必要があ り ます。
この例では、 これらのインタフェースを別々のク ラスに実装します。

これらのク ラスをコンパイルして、WebLogic Server の serverclasses デ ィ レ ク
ト リに置きます。 最後に、 ク ライアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンからこれらのク ラス
を使って  ScheduledTrigger を作成します。

手順 1. ScheduleDef および TriggerDef インタ
フェースの実装

この例では、 setServices() および scheduleInit() メ ソ ッ ドが呼び出される
よ うに、 スケジューラは Schedulable ではな く  ScheduleDef を実装します。 同じ
理由で、 ト リ ガも  Triggerable ではなく  TriggerDef を実装します。 これらのオブ
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ジェク トは、 ParamSet で初期化できる とい う点と、 T3Services スタブを通して 
WebLogic サービスにアクセスできる とい う点が、 これら自身が実装するインタ
フェース とは異な り ます。 これら  2 つの相違点は、 以下の理由で重要です。

ク ライアン ト サイ ドのデプロイ メ ン ト とサーバサイ ドのデプロイ メ ン トで異なる

バージ ョ ンを作成する必要があ り ません。 これは、 T3ServicesDef インタ
フェースが リモート  スタブだからです。

オブジェ ク ト を動的にインスタンス化する と きは、 デフォル ト  コンス ト ラ ク タ
を呼び出さなければな り ません。 したがって、 Time インタフェースを含むすべ
てのサービス関連インタフェースでは、 オブジェ ク トの初期化パラ メータを渡す

こ とができるよ うに、 ParamSet を引数と して取る  scheduleInit() メ ソ ッ ドを
実装する必要があ り ます。

次に、 ScheduleDef の単純な実装を示します。

package examples.time;

import weblogic.common.*;
import weblogic.time.common.*;
import java.util.*;

class MyScheduler implements ScheduleDef {

  private int interval = 0;
  private T3ServicesDef services;

  public void setServices(T3ServicesDef services) {
    this.services = services;
  }

  public void scheduleInit (ParamSet ps) throws ParamSetException {
    interval = ps.getParam("interval").asInt();
  }

  public long schedule(long currentMillis) {
    return currentMillis + interval;
  }
}

次に、 TriggerDef を実装する単純なク ラスを示します。 この場合、 Trigger のパ
ラ メータを設定または取得する必要はあ り ません。 つま り、 何も しないメ ソ ッ ド

を実装します。

package examples.time;

import weblogic.common.*;
import weblogic.time.common.*;
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import java.util.*;

public class MyTrigger implements TriggerDef {

  private T3ServicesDef services;

  public void setServices(T3ServicesDef services) {
    this.services = services;
  }

  public void triggerInit (ParamSet ps) throws ParamSetException {
  // 空のメソッド定義
  }

  public void trigger(Schedulable sched) {
    System.out.println("trigger called");
  }
}

手順 2. WebLogic クライアントからの 
ScheduledTrigger の作成

スケジューラ と ト リ ガを設定するこのメ ソ ッ ドでは、 getScheduledTrigger() 
ファ ク ト リ  メ ソ ッ ドに渡す Scheduler および Trigger オブジェ ク ト を作成する必
要があ り ます。 これらは、 「手順 1. ScheduleDef および TriggerDef インタフェー
スの実装」 で既に作成してあ り ます。

これらのク ラスは、既にコンパイルして  WebLogic Server の CLASSPATH にデプ
ロイしてあ り ます。 次に、 これらのク ラスを使ってサーバの JVM で実行する ト
リガをスケジューリ ングするク ライアン ト を記述します。

ParamSet を使って、 ク ライアン ト と  WebLogic Server がインスタンス化するオブ
ジェ ク ト との間で初期化パラ メータを渡します。 ScheduleDef を実装するために
手順 1 で記述したク ラスは、 呼び出し側が設定するパラ メータ 「interval」 に依
存するため、 1 つの Param を持つ ParamSet を作成します。 TriggerDef を実装す
るために記述したク ラスは、 初期化パラ メータは必要と しません。

  T3ServicesDef t3services = getT3Services("t3://localhost:7001");

  // ParamSet を作成して、ScheduleDef オブジェクトの
  // 初期化パラメータを渡す。1 つのパラメータ「interval」を
  // 10 秒に設定する
  ParamSet schedParams = new ParamSet();
  schedParams.setParam("interval", 10000);
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getT3Services() メ ソ ッ ドをク ライアン ト  ク ラスに追加します。 次に、 サーバ
上で ScheduledTrigger をインスタンス化する、Scheduler および Trigger ラ ッパー 
オブジェ ク ト を作成します。 Scheduler および Trigger ラ ッパー オブジェ ク トは、
必要であれば、 ターゲッ ト  ク ラスの名前と これを初期化する  ParamSet を保持し
ます。

  Scheduler scheduler =
    new Scheduler("examples.time.MyScheduler", schedParams);
  Trigger    trigger =
    new Trigger("examples.time.MyTrigger");

最後に、 Time サービス オブジェク ト  ファ ク ト リ を使用して ScheduledTrigger を
作成します。 これは、 先ほど作成した Scheduler と  Trigger とい う  2 つの引数を
取り ます。

  ScheduledTriggerDef std =
    t3.services.time().getScheduledTrigger(scheduler, trigger);

getScheduledTrigger() メ ソ ッ ドは、 ScheduledTriggerDef object を返します。
実行を開始するために、 ク ライアン トは ScheduledTriggerDef の schedule() お
よび cancel() メ ソ ッ ドを呼び出します。

反復スケジュールを設定する場合、このパッケージの一部であるユーティ リ テ ィ  
ク ラス  TimeRepeat も使用できます。 次に、 TimeRepeat ク ラスを使用して、 10 
秒ごとに繰り返す ScheduledTrigger の定期スケジュールを設定する単純な
コード例を示します。 こ こでも  getT3Services() メ ソ ッ ドを使用して 
WebLogic サーバサイ ド  サービスにアクセスしています。

  T3ServicesDef t3services = getT3Services("t3://localhost:7001");

  Scheduler scheduler = new Scheduler(new TimeRepeat(1000 * 10));
  Trigger   trigger   = new Trigger("examples.time.MyTrigger");

  ScheduledTriggerDef std =
    t3services.time().getScheduledTrigger(scheduler, trigger);

  std.schedule();
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複雑なスケジュールの設定

Schedulable オブジェク ト の schedule() メ ソ ッ ドを使用する と、 複雑なスケ
ジュールを自由に設定できます。 次に、 スケジューリ ングの例と ヒン ト をい くつ

か示します。

schedule() メ ソ ッ ドの引数で実行時刻を指定する方法は、 以下の 2 通りです。

� 現在時刻。 エポッ クからの経過時間を ミ リ秒で指定します。

� 将来の特定日付と時刻。 標準 Java ク ラス （java.util.Date など） を使った
日付計算の実行結果を ミ リ秒で指定します。

schedule() メ ソ ッ ドは long 値を返します。 この値を使用する と、 反復 ト リガを
設定できます。 単純に、 schedule() メ ソ ッ ドが最後に呼び出された時刻と、 ス
ケジュールを繰り返す間隔 （ ミ リ秒） を返します。

再スケジューリング

この例では、 schedule() メ ソ ッ ドを記述して、 trigger() メ ソ ッ ドに対する各
呼び出しの間をインク リ メ ン トする間隔だけ遅延させます。 この例では、

schedule() メ ソ ッ ド と  trigger() メ ソ ッ ドは、 同じ ク ラスに実装されていま
す。

trigger() メ ソ ッ ドでは、 private int の delay を使用して、 インク リ メ ン トする
遅延を設定します。 delay は、 ク ラス  コンス ト ラ クタで 0 に初期化されます。
trigger を呼び出すたびに、 それは自己のスケジュールをインク リ メ ンタルに調整
します。

  public void trigger() {
    System.out.println("Trigger called");
    // 任意のタスクを実行する . . .
    System.out.println("Trigger completed");
    // delay に 1000 ミリ秒を追加する
    delay += 1000;
  }
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schedule() メ ソ ッ ドでは、 最後にスケジューリ ングされた実行時刻に、 最後に
スケジューリ ングされた実行によってインク リ メ ン ト された遅延 （ ミ リ秒） を足

した時刻を、 ト リガの次の実行と して返します。 また、 スケジューリ ングを終了

するために、 遅延に上限を指定します。

  public long schedule(long t) {
    System.out.println("--------------------------------------");
    if (delay > 10000) {
      System.out.println("Cancelling Timer");
      return 0;
    }
    else {
      System.out.println("Scheduling next trigger for " +
                         delay/1000 + " seconds");
      return t + delay;
    }
  }

ScheduledTrigger の停止

ScheduledTrigger は、 以下の 2 つの方法で停止できます。

� ScheduledTrigger の cancel() メ ソ ッ ドを呼び出します。

� schedule() メ ソ ッ ドが呼び出される と きにゼロ （0） を返すこ とで、 スケ
ジューリ ングを終了させます。

これら  2 つのメ ソ ッ ドの間には、 若干の違いがあ り ます。 schedule() メ ソ ッ ド
からゼロを返すと、 スケジュールはすぐに終了します。 cancel() メ ソ ッ ドを呼
び出すと、 trigger() の次にスケジューリ ングされたインスタンスまでク ロッ
クは動作し続け、 そこでキャンセルされます。
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